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図面番号

事務所名

縮　尺

東日本高速道路株式会社　北海道支社
北広島管理事務所

施工図（１）

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

施工図（１）

上り線

走行

追越

道央自動車道

下り線

走行

追越

上り線

走行

追越

道央自動車道

下り線

走行

追越

富浦ＰＡ
S102.2KP

登別室蘭ＩＣ
S110.6KP

KP

竹浦ＢＳ
S90.5KP

90919293949596979899100

竹浦高架橋ｵﾓﾝﾍﾞﾂ川橋中登別橋 ﾎﾟﾝｱﾖﾛ川橋

登別東ＩＣ
S99.2KP

KP 100101102103104105106107108109110111

登別川橋富浦川橋幌別TN幌別川橋登別室蘭IC橋 来馬川橋

虎杖浜TN ﾒｯﾌﾟ川橋

－

－

/

94.100

アヨロ川橋

108.711

109.100

107.837

93.800

110.400110.609 107.347

切削オーバーレイ工 Ａ－３

切削オーバーレイ工 Ｂ－１

切削オーバーレイ工 Ａ－２

切削オーバーレイ工 Ａ－１



図面番号

事務所名

縮　尺

東日本高速道路株式会社　北海道支社
北広島管理事務所

施工図（２）

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

施工図（２）

上り線

走行

追越

道央自動車道

下り線

走行

追越

上り線

走行

追越

道央自動車道 KP

下り線

走行

追越

白老ＩＣ
S80.6KP

萩野ＰＡ
S85.4KP

7677787980

社台川橋社台橋ﾖｺｽﾄ川橋ﾎﾟﾛﾄTNﾎﾟﾛﾄ橋

白老TN

ｳﾄｶﾝﾍﾞﾂ川橋

707172737475

樽前川橋樽前橋ﾎﾟﾝ樽前川橋蛇ノ沢橋段坂橋別々橋別々川橋ﾎﾟﾛｳﾁﾅｲ川橋

KP 8081828384858687888990

白老橋
白老IC橋

白老川橋ﾌﾞｳﾍﾞﾂ川橋ｳﾖﾛ川橋萩野橋敷生川橋
ﾏｸﾝﾍﾞﾂ川橋
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－

－

/

85.821

85.878

81.50081.800

切削オーバーレイ工 Ａ－３

切削オーバーレイ工 Ｂ－１

切削オーバーレイ工 Ａ－２

切削オーバーレイ工 Ａ－１



図面番号

事務所名

縮　尺

東日本高速道路株式会社　北海道支社
北広島管理事務所

施工図（３）

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

施工図（３）

上り線

走行

追越

道央自動車道

下り線

走行

追越

上り線

走行

追越

道央自動車道

下り線

走行

追越

樽前ＳＡ
S67.9KP

苫小牧西ＩＣ
S64.8KP

苫小牧中央IC
S56.2KP

KP 6061626364656667686970

小糸魚川橋錦多峰川橋 苫小牧西IC橋覚生橋覚生川橋樽前川橋 ﾎﾟﾝｺｲﾄｲ川橋

KP 5051525354555657585960

勇払川橋明野高架橋ｱｯﾍﾟﾅｲ橋幌内川橋苫小牧川橋 高丘橋新有珠川橋
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－

－

/

切削オーバーレイ工 Ａ－３

切削オーバーレイ工 Ｂ－１

切削オーバーレイ工 Ａ－２

切削オーバーレイ工 Ａ－１



図面番号

事務所名

縮　尺

東日本高速道路株式会社　北海道支社
北広島管理事務所

施工図（４）

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

施工図（４）

上り線

走行

追越

道央自動車道 KP

下り線

走行

追越

上り線

走行

追越

道央自動車道 KP

下り線

走行

追越

4041424344454647484950

美沢ＰＡ
S41.8KP

苫小牧東ＩＣ
S47.2KP

ﾄｷｻﾀﾏｯﾌﾟ川橋勇払川橋

3940

新千歳空港ＩＣ
S39.3KP
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－

－

/

38 37 36 35 34 33 32 31 30

千歳ＩＣ
S35.3KP

ママチ川橋 千歳川橋 長都川橋

千歳恵庭ＪＣＴ
S30.3KP

切削オーバーレイ工 Ａ－３

切削オーバーレイ工 Ｂ－１

切削オーバーレイ工 Ａ－２

切削オーバーレイ工 Ａ－１



図面番号

事務所名

縮　尺

東日本高速道路株式会社　北海道支社
北広島管理事務所

施工図（５）

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

施工図（５）

上り線

走行

追越

道央自動車道 KP

下り線

走行

追越

上り線

走行

追越

道央自動車道 KP

下り線

走行

追越

2021222324252627282930

1920

－

－

/

18 17 16 15 14 13 12 11 10

漁川橋

恵庭ＩＣ
S26.3KP

茂漁川橋 柏木川橋 桜森橋 ルルマップ川橋 島松川橋

輪厚川橋

北広島ＩＣ
S12.4KP

中の沢橋

19.500 18.800

切削オーバーレイ工 Ａ－３

切削オーバーレイ工 Ｂ－１

切削オーバーレイ工 Ａ－２

切削オーバーレイ工 Ａ－１
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図面番号

事務所名

縮　尺

東日本高速道路株式会社　北海道支社
北広島管理事務所

施工図（６）

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

施工図（６）

上り線

走行

追越

道央自動車道 KP

下り線

走行

追越

78910
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－

－

/

札幌南ＩＣ
S7.9KP

三里川橋

切削オーバーレイ工 Ａ－３

切削オーバーレイ工 Ｂ－１

切削オーバーレイ工 Ａ－２

切削オーバーレイ工 Ａ－１



施工図（７）

千歳恵庭ＪＣＴ

E-0.0

上長都橋 戸磯跨線橋

南26号橋

ユカンボシ川橋

E-5.0
東５線橋 東６線橋 新千歳川橋

E-10.0

千歳東ＩＣ

E-12.6中央第一橋

千歳高架橋

中央第二橋

E-10.0

E-5.0

8.8528.600

図面番号

事務所名

縮　尺

東日本高速道路株式会社　北海道支社

北広島管理事務所

施工図（７）

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

－

－

/

中央長都橋
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切削オーバーレイ工 Ａ－３

切削オーバーレイ工 Ｂ－１

切削オーバーレイ工 Ａ－２

切削オーバーレイ工 Ａ－１



E-12.6

千歳東ＩＣ

キウス第一橋
キウス第二橋

キウス第三橋
剣渕川第一橋

剣渕川第二橋

協和橋 E-21.9追分橋
追分IC橋

追分町ＩＣ

施工図（８）

E-20.0

図面番号

事務所名

縮　尺

東日本高速道路株式会社　北海道支社

北広島管理事務所

施工図（８）

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

－

－

/
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切削オーバーレイ工 Ａ－３

切削オーバーレイ工 Ｂ－１

切削オーバーレイ工 Ａ－２

切削オーバーレイ工 Ａ－１



美園橋

安平川第一橋

大沢川橋 安平川第二橋

夕張川第一橋 栗山橋
光起川橋

E-21.9

追分町ＩＣ

E-30.0

施工図（９）

24.500 24.800

図面番号

事務所名

縮　尺

東日本高速道路株式会社　北海道支社

北広島管理事務所

施工図（９）

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

－

－

/
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切削オーバーレイ工 Ａ－３

切削オーバーレイ工 Ｂ－１

切削オーバーレイ工 Ａ－２

切削オーバーレイ工 Ａ－１



砂金川橋 栗山トンネル 滝下橋草木舞沢川橋

千鳥の沢川橋 滝ノ上橋

夕張トンネル

E-42.1

夕張ＩＣ

十三里橋 夕張川第二橋

施工図（１０）

図面番号

事務所名

縮　尺

東日本高速道路株式会社　北海道支社

北広島管理事務所

施工図（１０）

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

－

－

/
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切削オーバーレイ工 Ａ－３

切削オーバーレイ工 Ｂ－１

切削オーバーレイ工 Ａ－２

切削オーバーレイ工 Ａ－１



施工図（１１）

図面番号

事務所名

縮　尺

東日本高速道路株式会社　北海道支社
北広島管理事務所

施工図（１１）

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

下り線
走行

追越

日高自動車道 KP

上り線
走行

追越

0 1 2 3 4

第1湿原橋
第2湿原橋 植苗高架橋

第3湿原橋

苫小牧東ＩＣ 沼ノ端西ＩＣ
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－

－

/

0.0KP 4.0KP

3.5003.132

切削オーバーレイ工 Ａ－３

切削オーバーレイ工 Ｂ－１

切削オーバーレイ工 Ａ－２

切削オーバーレイ工 Ａ－１

















中央分離帯側 左路肩側

30

1
9
5

ショットブラスト工法

250

1
9
5

3
0

ショットブラスト工法

ディスクサンダー処理

ディスクサンダー処理

床版防水工Ｂ１(Ｐ１～Ｐ２) 床版防水工Ｂ１(Ａ１～Ｐ１・Ｐ２～Ａ２)

床版防水工　施工範囲 床版防水工　施工範囲

床版防水工　検測範囲床版防水工　検測範囲

伸縮装置

伸縮装置部詳細図

伸縮装置

縦断方向断面図

7
5

7
5

ショットブラスト工法ショットブラスト工法 ディスクサンダー処理ディスクサンダー処理

高機能舗装Ⅱ型用混合物

アスファルト縁石Ａ

橋梁レベリング層用混合物

20030
床版防水工

（端部保護材）

床版防水工

（端部保護層）

1
9
5

高機能舗装Ⅱ型用混合物

アスファルト縁石Ａ

橋梁レベリング層用混合物

200

（端部保護材）

床版防水工

（端部保護層）

1
9
5

3
0

床版防水工

床版防水工

（止水処理工）

床版防水工

（止水処理工）

中央分離帯側

250

左路肩側

伸縮装置

床版防水工　伸縮装置部詳細図

高機能舗装Ⅱ型用混合物

橋梁レベリング層用混合物

床版防水工

（端部保護層）

1
0

伸縮装置

床版防水工

（端部保護層）

1
0

縦断方向断面図

床版防水工

（止水処理工）

床版防水工

（止水処理工）

床版防水工詳細図

道央自動車道

図面の種類

図面番号縮     尺

事務所名
東日本高速道路株式会社　北海道支社

設計会社名

施工会社名

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

北広島管理事務所

－

床版防水工詳細図

標準横断図（萩野橋）

端部下地処理詳細図

－

断面当たりディスクサンダー処理数量：0.475㎡/ｍ断面当たりディスクサンダー処理数量：0.225㎡/ｍ 断面当たりディスクサンダー工法数量：0.075㎡/ｍ

床版防水工端部詳細図
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橋 梁 名

施工数量

施工範囲

床版防水層

端部防水層

萩野橋 工　事　名

***㎡

A1-A2間

種　　　類：

製造会社名：

施工会社名 ○○株式会社

施工完了年月 **年**月

300

15 270 15

6 650 50 55 105

2
0
0

1
5

1
7
0

1
5

6
6

1
6
0

2
0
0

1
5

1
7
0

1
5
300

15 270 15

床版防水記録表

3

工　法　名：

種　　　類：

製造会社名：

工　法　名：

Ｒ９北広島管内舗装補修工事
道央自動車道

走行車線

※設置位置は、進行方向の上流側に設置するものとする。

床版防水記録表

設 置 詳 細 図

断 面 図

床版防水記録表

追越車線

※設置位置は、原則断面図のとおりとするが、設置出来ない場合

　は監督員の指示に従って設置するものとする。

床版防水記録表

正 面 図

(橋名板)

４－コンクリート用ねじ(３８㎜)（ＳＵＳ３０４）

４－座金（ＳＵＳ３０４）

注　意　事　項

１．材料はＪＩＳ　Ｈ４０００　Ａ　５０５２Ｐ（アルミニウム板）とする

２．表面は透明の高耐候性フィルムにより被覆する

３．床版防水記録表に用いる色は白地に黒色文字とする

固定金具

橋梁名 施工範囲上下線

床版防水記録表　数量表
設置位置 数量

上り線 A1-A2間 A2側 1

合　計 1

萩野橋

床版防水記録表詳細図

道央自動車道

図面の種類 床版防水記録表詳細図

図面番号縮     尺 /

事務所名
東日本高速道路株式会社　北海道支社

設計会社名

施工会社名

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

北広島管理事務所

－

－
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H

H

H

H

H

へリポート

身障者・二輪車

駐車場上屋

附属棟

電気室受水槽室

お手洗い棟

ハイウェイショップ

ガスステーション

大
型
車

大
型

バ
ス

88

89

90

91

92

93

94

95

96

95

93

9
2

96

監視室 機械室

物置

駐車場

喫煙所

輪厚ＰＡ（下り線）歩道改良詳細図

図面番号

事務所名

縮　尺

東日本高速道路株式会社　北海道支社

北広島管理事務所

輪厚ＰＡ（下り線）

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

－

－

/

歩道改良詳細図
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平　面　図

ロードヒーティング無

(樹脂舗装　　　 ｔ＝ 10)

(開粒度アスコン ｔ＝ 90)

(切込砕石路盤　 ｔ＝150)

(ロードヒーティング)

(樹脂舗装　　　 ｔ＝ 10)

(開粒度アスコン ｔ＝ 90)

(切込砕石路盤　 ｔ＝150)

既設歩道部断面図

ロードヒーティング有

敷砂（粗目）　　　　　　　　　ｔ＝30

インターロッキングブロック　　ｔ＝60

歩道改良断面図

単価項目

輪厚PA(下り線)歩道改良　数量表

舗装取壊工　Ａ

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装Ａ

舗装取壊工　Ａ ｔ＝100

単位

㎡

数量

340.8

備　考

㎡ 340.8

(舗装切断） ｍ 97.1

※舗装切断については、既設舗装境及びﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ境の切断延長とする。

:歩道改良範囲 内ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ布設面積70.1㎡

:歩道改良範囲(既設ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ布設範囲)

※既設ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞはﾋｰﾄﾊﾟｲﾌﾟ式(φ16）

※切込砕石路盤は既設舗装撤去し、路盤整正後に指示する。

名　称

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装　材料表

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

目地砂

単位

㎡

数量

100.0

備　考

 0.179

敷砂  3.0

100㎡当たり

規格・寸法

t=60,直線･2色配置

荒目

細目

標準品

舗装取壊工　Ａ ｔ＝100

:舗装切断

舗装取壊工　処分費 ｔ 14.5



ランプ部　切削オーバーレイ工施工区間

450 10002000

2
0
0

5
5
0

3
0
0

路面標示ＪＩＳ規格型Ｃ１－２

路面標示ＪＩＳ規格型Ｃ１－１

本線部　切削オーバーレイ工施工区間

3000 3000

200

150

200

150

6700

3
00

3
00

3
00

9
00

面積： 2.34m2/箇所

Bランプ

Dランプ

12000

連絡等休憩施設部ゼブラ区間路面標示詳細図

※切削オーバーレイ工施工範囲を路面標示JIS規格型Ｃ1-1及びC1-2の施工範囲とする。

位置図 詳細図

図面番号

事務所名

縮　尺

東日本高速道路株式会社　北海道支社

北広島管理事務所

路面標示工詳細図（１）

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

－

－

/

矢印　詳細図
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路面標示工詳細図（１）



3
50
0

3
50
0

1000 1000 2000

2000

2000

1000 1000

1000 1000

2
00

2
00

50
50

 路面標示JIS規格型C1-1,C1-2

路面標示JIS規格型C1-1,C1-2

（路面標示JIS規格型C1-1,C1-2）

追
越
車
線

走
行

車
線

1
50

2
00

50
50

（外側線）

（中央破線）

（外側線）

（外側線）

（中央破線）

（外側線）

道央自動車道

図面の種類 路面標示工詳細図（２）

図面番号縮     尺 /

事務所名
東日本高速道路株式会社　北海道支社

設計会社名

施工会社名

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

北広島管理事務所

－

－

導流標示　詳細図（１）

完成４車線区間

路面標示工詳細図（２）
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3500

200

5002000

n ％

150

3500 2000500

200

n ％

150 400 400150 150

50300 50 300

路面標示JIS規格型C1-2路面標示JIS規格型C1-2

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

300 50 50 300

路面標示JIS規格型C1-2路面標示JIS規格型C1-2

平　　面　　図

道央自動車道

図面の種類 路面標示工詳細図（３）

図面番号縮     尺

事務所名
東日本高速道路株式会社　北海道支社

設計会社名

施工会社名

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

北広島管理事務所

－

－
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導流標示　詳細図（２）

暫定２車線区間

路面標示工詳細図（３）



@4000

ワイヤロープ 3×7 G/O φ18

@4000

9
7
0

7
5
0

8
6
0

6
4
0

5
3
0

@4000

1
4
3
01
0
3
0

4
0
0

5
1
0

5
2
0

キャップ

間隔材

ストラップ

ターンバックル着脱前

500

3
0
0

平面図

正面図

断面図

開口部設置工詳細図

数量表

道央自動車道

図面の種類 開口部設置工詳細図

図面番号縮     尺 /

事務所名
東日本高速道路株式会社　北海道支社

設計会社名

施工会社名

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

北広島管理事務所

－

－
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断面図

設計幅員 11195

65454650
CL

550

46506545
CL

550設計幅員 11195

下り線 上り線

位置図

至　札幌

22700

P7

至　函館

＜上り線＞

＜下り線＞

P8

M M F M

45 45

P6 P7

M M F M

45 45

伸縮装置断面図

350

（箱抜き幅）

遊間 350

（箱抜き幅）

Ｌ ＬＡ

Ｈ

伸縮装置　伸縮量20,40mm

150 80 80 150

現場接合

差し筋アンカー D16

通し筋 D16

リブプレート

後打ちコンクリート

打ち継ぎ接着剤

1
40

（
箱
抜
き
深
さ
）

※　箱抜き幅及び深さ寸法は必要最低限の値を示す。

施工の際は現場の状況を確認のうえ適宜決定すること。

63.6 kg4本D16 x 10200mm通し筋

160本D16 差し筋アンカーあと施工アンカー

0.7kg打ち継ぎ接着剤

80枚t12リブプレート

二次止水構造10ｍ伸縮量20,40mm車道用伸縮装置

備考数量単位仕様名称

伸縮装置材料表 （幅員10m・1箇所当り）

0.98ｍ3後打ちコンクリート 0.35m x 0.14m x 10m x 2 20,40mm

鉄筋加工図

※　通し筋は合計長さとし、継手分は考慮していない。

※　余長は切断すること。

5100 5100

D16x10200

通し筋

～道路中心位置
10200

注記

1. 現地調査を行い、図面寸法と照合を行うこと。

2. 上記調査結果により、必要な場合は設計変更を行うこと。

3. カッター巾、ハツリ深さは現場の状況に応じて変更のこと。

4. 既設の床版鉄筋は切断しないこと。

5. コンクリートアンカーは既設鉄筋で代用可能な時は不要とする。

6. 設置時の遊間は設置時の気温を勘案して設定する。

7. 二次止水材は施工境界部に継目が無い構造であること。

8. 施工継手は現地調査により位置を決定すること。

9. 伸縮装置取替詳細図については参考図とする。

10. 本図は工事発注時の数量を算出するために作成した参考図面である

ため、工事に際しては各橋梁毎の条件（伸縮量、舗装厚、斜角等）

を考慮し適切な伸縮装置を選定すること。

　 二次止水材流末は現地調査を実施し、監督と協議すること。

既設伸縮装置撤去図

Ｗ1

（はつり幅）

Ｗ1

（はつり幅）

Ｈ

（
は
つ
り
深
さ
）

Ａ１方向 Ａ２方向

Ｗ2

（遊間）

撤去寸法

20用

Ｗ１タイプ ＨＷ２

350 mm 140 mm45 mm
40用

注） 伸縮装置詳細図は参考図であり、仕様については土木共通仕様書17-3-3「伸縮装置の材料」に

板が両側に配置されているが、流出側は不要でもよい構造とする。

示す規定に適合する材料を使用するものとする。なお、本参考図は参考製品の仕様により誘導

20用 76～96 130

Ａ Ｈ

標準寸法表
タイプ

250

Ｌ

単位:mm

※ L寸法（リブプレート長）は、

目地に対し直角方向の値。

118～158 13040用 250

※　既設伸縮装置は撤去。

※　はつり範囲は現況に合わせ適宜変更すること。

※　遊間寸法は目地に対し直角方向の値を示す。

取壊し・撤去

11.195ｍ伸縮装置取替　E（S=40ｍｍ）A
備　考数量単位施工箇所単価項目

数量表

伸縮装置取替　E（S=20ｍｍ）A
上り線　P7
上り線　P8

下り線　P6
下り線　P7

ｍ

ｍ

ｍ

11.195

11.195
11.195

伸縮装置取替　E（S=40ｍｍ）B
伸縮装置取替　E（S=20ｍｍ）B

0.098ｍ3
アスファルト取壊

数　量
単位規格・寸法名称

既設伸縮装置撤去数量表 （1ｍ当り）

0.000
コンクリ－ト取壊

ｍ3

1.000ｍ伸縮装置撤去

既設後打ちコンクリート部

既設後打ちコンクリート部

上り線_P7

0.049
0.049

1.000

上り線_P8

0.098
0.000

1.000

下り線_P6

0.098
0.000

1.000

下り線_P7
備考

詳細図（参考図）

伸縮装置取替詳細図
（長都川橋　上り線P7,P8･下り線P6,P7）

図面番号

事務所名

縮　尺

東日本高速道路株式会社　北海道支社

北広島管理事務所

伸縮装置取替詳細図

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

－

－

/
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既設床版コンクリート 床
版

上
面

の
断

面
修

復
工

　
Ａ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

除
去

工
　

Ａ

防錆材の塗布

1
0
m
m
程

度
か

ぶ
り

厚
さ

既設床版コンクリート表面

床版上面の断面修復工及びコンクリート除去工　標準断面図 

※　コンクリート除去工の周囲はフェザーエッジが生じないよう留意すること。

道央自動車道

図面の種類

図面番号縮     尺

事務所名
東日本高速道路株式会社　北海道支社

設計会社名

施工会社名

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

北広島管理事務所

床版補修工詳細図

－

床版補修工詳細図

－
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100ｍ 100ｍ 300ｍ 300ｍ 300ｍ200ｍ～300ｍ

10～20ｍ間隔 20～30ｍ間隔

50ｍ

５０

700ｍ先

1000ｍ先

追越禁止

ここから

ここから

400ｍ先

ここから

６０５０

追越禁止追越禁止

５０

標　識　車

施　工　箇　所

追越車線

走行車線

路　肩

(※1)

工

事

案

内

看

板

工

事

案

内

看

板

ここから

８０

(※2)

(※3) (※3)

A

BCD

交通監視員

ロボット誘導員

矢印板(高輝度反射式)

ラバコーン(反射帯付)

進入車両強制停止装置

自発光式回転灯

※1：規制延長が１㎞を超える場合、中間に設置する。

道央自動車道　走行車線　(登別室蘭IC～苫小牧中央IC）

交通規制図（１）

図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

設計会社名

交通規制図（１）

　　昼夜連続規制中の夜間時は、点滅灯付ラバコーンを２個に１個設置するものとする。

※2：施工箇所は、10ｍ間隔に設置する。

交通規制工　車線規制（１）

記号説明事項

－

　　交通監視員の交代要員については、特記仕様書によるものとする。

北　広　島　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社  北海道支社

※3：連続車線規制の際は、昼間の工事稼働時に配置するものとする。

　　交通規制（回）における、準備(規制材の積込等)及び後片付け(規制材の荷卸し)は必要とし、各々所要時間を要するものとする。

交通保安要員 配置 備考

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

テーパー部

工事用車両出入口

施工箇所

規制内巡回等

※3

※3

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

－
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100ｍ 100ｍ 300ｍ 300ｍ 300ｍ200ｍ～300ｍ

10～20ｍ間隔 20～30ｍ間隔

50ｍ

５０

700ｍ先

1000ｍ先

追越禁止

ここから

ここから

400ｍ先

ここから

６０５０

追越禁止追越禁止

５０

標　識　車

施　工　箇　所

追越車線

走行車線

路　肩

(※1)

工

事

案

内

看

板

工

事

案

内

看

板

ここから

８０

(※2)

A

BCD

E

交通監視員

ロボット誘導員

矢印板(高輝度反射式)

ラバコーン(反射帯付)

進入車両強制停止装置

自発光式回転灯

※1：規制延長が１㎞を超える場合、中間に設置する。

道央自動車道　走行車線　(苫小牧中央IC～札幌南IC）

交通規制図（２）

図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

設計会社名

交通規制図（２）

※2：施工箇所は、10ｍ間隔に設置する。

交通規制工　車線規制（２）

記号説明事項

－

　　交通監視員の交代要員については、特記仕様書によるものとする。

北　広　島　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社  北海道支社

　　昼夜連続規制中の夜間時は、点滅灯付ラバコーンを２個に１個設置するものとする。

交通保安要員 配置 備考

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

テーパー部

工事用車両出入口

施工箇所

規制内巡回等

Ｅ 規制内巡回等

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

－

　　交通規制（回）における、準備(規制材の積込等)及び後片付け(規制材の荷卸し)は必要とし、各々所要時間を要するものとする。
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10～20ｍ間隔

20～30ｍ間隔

200ｍ～

300ｍ 300ｍ300ｍ300ｍ100ｍ100ｍ50ｍ

路　肩

走行車線

追越車線施　工　箇　所
標　識　車

６０

ここから

400ｍ先

ここから

ここから

追越禁止

1000ｍ先

５０

工

事

案

内

看

板

工

事

案

内

看

板

追越禁止

５０

700ｍ先

ここから

８０

(※1)

(※2)

(※3) (※3)

A
BCD

交通監視員

ロボット誘導員

矢印板(高輝度反射式)

ラバコーン(反射帯付)

進入車両強制停止装置

自発光式回転灯

交通規制図（３）

図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

設計会社名

交通規制図（３）

交通規制工　車線規制（３）

※1：施工箇所は、10ｍ間隔に設置する。

※2：追越車線規制であっても、左路肩に設置する。

記号説明事項

－

　　昼夜連続規制中の夜間時は、点滅灯付ラバコーンを２個に１個設置するものとする。

　　交通規制工に含む交通監視員の交代要員については、特記仕様書によるものとする。

北　広　島　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社  北海道支社

※3：連続車線規制の際は、昼間の工事稼働時に配置するものとする。

　　交通規制（回）における、準備(規制材の積込等)及び後片付け(規制材の荷卸し)は必要とし、各々所要時間を要するものとする。

交通保安要員 配置 備考

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

テーパー部

工事用車両出入口

施工箇所

規制内巡回等

※3

※3

道央自動車道　追越車線　(登別室蘭IC～苫小牧中央IC）

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

－
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10～20ｍ間隔 20～30ｍ間隔

200ｍ～

300ｍ 300ｍ300ｍ300ｍ100ｍ100ｍ50ｍ

路　肩

走行車線

追越車線施　工　箇　所
標　識　車

６０

ここから

400ｍ先

ここから

ここから

追越禁止

1000ｍ先

５０

工

事

案

内

看

板

工

事

案

内

看

板

700ｍ先

ここから

８０

(※1)

(※3) (※3)

A
BCD

追越禁止
５０

大貨等、

三輪、けん引

ここから

８０

大貨等、

三輪、けん引を除く

ここから

１００

交通監視員

ロボット誘導員

矢印板(高輝度反射式)

ラバコーン(反射帯付)

進入車両強制停止装置

自発光式回転灯

日高自動車道　追越車線　(苫小牧東IC～沼ノ端西IC）

交通規制図（４）

図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

設計会社名

交通規制図（４）

交通規制工　車線規制（４）

※1：施工箇所は、10ｍ間隔に設置する。

※2：追越車線規制であっても、左路肩に設置する。

記号説明事項

－

　　昼夜連続規制中の夜間時は、点滅灯付ラバコーンを２個に１個設置するものとする。

　　交通規制工に含む交通監視員の交代要員については、特記仕様書によるものとする。

北　広　島　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社  北海道支社

　　交通規制（回）における、準備(規制材の積込等)及び後片付け(規制材の荷卸し)は必要とし、各々所要時間を要するものとする。

交通保安要員 配置 備考

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

テーパー部

工事用車両出入口

施工箇所

規制内巡回等

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

－
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10～20ｍ間隔

20～30ｍ間隔

200ｍ～

300ｍ 300ｍ300ｍ300ｍ100ｍ100ｍ50ｍ

路　肩

走行車線

追越車線施　工　箇　所
標　識　車

６０

ここから

400ｍ先

ここから

ここから

追越禁止

1000ｍ先

５０

工

事

案

内

看

板

工

事

案

内

看

板

追越禁止

５０

700ｍ先

ここから

８０

(※1)

(※2)

(※3) (※3)

A
BCD

E

交通監視員

ロボット誘導員

矢印板(高輝度反射式)

ラバコーン(反射帯付)

進入車両強制停止装置

自発光式回転灯

道央自動車道　追越車線　(苫小牧中央IC～札幌南IC）

交通規制図（５）

図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

設計会社名

交通規制図（５）

交通規制工　車線規制（５）

※1：施工箇所は、10ｍ間隔に設置する。

※2：追越車線規制であっても、左路肩に設置する。

記号説明事項

－

　　交通規制工に含む交通監視員の交代要員については、特記仕様書によるものとする。

北　広　島　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社  北海道支社

　　昼夜連続規制中の夜間時は、点滅灯付ラバコーンを２個に１個設置するものとする。

交通保安要員 配置 備考

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

テーパー部

工事用車両出入口

施工箇所

規制内巡回等

Ｅ 規制内巡回等

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

－

　　交通規制（回）における、準備(規制材の積込等)及び後片付け(規制材の荷卸し)は必要とし、各々所要時間を要するものとする。
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1000ｍ先

追越禁止

ここから

ここから

400ｍ先

ここから

追越車線

走行車線

路　肩

100ｍ 300ｍ 300ｍ 300ｍ200ｍ～300ｍ

20～30ｍ間隔工

事

案

内

看

板

６０５０

出

口

案

内

看

板

10～20ｍ間隔

追越禁止

工

事

案

内

看

板

５０

合

流

注

意

看

板

追越禁止

５０

700ｍ先

ここから

８０

標識車

施工箇所

追越禁止

５０

合

流

注

意

看

板

A
B

C

D

(※2)

50ｍ

(※1)

交通監視員

ロボット誘導員

矢印板(高輝度反射式)

ラバコーン(反射帯付)

進入車両強制停止装置

自発光式回転灯

交通規制図（６）

図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

設計会社名

交通規制図（６）

オンランプ付近施工時（登別室蘭IC～苫小牧中央IC） 

－

北　広　島　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社  北海道支社

交通規制工　車線規制（６）

　　

記号説明事項

交通保安要員 配置 備考

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

テーパー部

工事用車両出入口

施工箇所

規制内巡回等

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

－

　　交通規制工に含む交通監視員の交代要員については、特記仕様書によるものとする。

　　交通規制（回）における、準備(規制材の積込等)及び後片付け(規制材の荷卸し)は必要とし、各々所要時間を要するものとする。

　　夜間閉鎖規制時は、点滅灯付ラバコーンを２個に１個設置するものとする。
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※1：規制延長が１㎞を超える場合、中間に設置する。

※2：施工箇所は、10ｍ間隔に設置する。



交通監視員

ロボット誘導員

矢印板(高輝度反射式)

ラバコーン(反射帯付)

進入車両強制停止装置

自発光式回転灯

札幌方向

室蘭方向

工　事　箇　所

千歳IC料金所方向

B

10～20ｍ間隔 (※1)

1000ｍ先

追越禁止

ここから

ここから

400ｍ先

ここから

追越車線

走行車線

路　肩

100ｍ 300ｍ 300ｍ 300ｍ200ｍ～300ｍ

20～30ｍ間隔工

事

案

内

看

板

６０５０

工

事

案

内

看

板

追越禁止

５０

700ｍ先

ここから

８０

標識車

50ｍ

E

A

C

D

(※1)10～20ｍ間隔

B

1000ｍ先

追越禁止

ここから

ここから

400ｍ先

ここから

追越車線

走行車線

路　肩

100ｍ 300ｍ 300ｍ 300ｍ200ｍ～300ｍ

20～30ｍ間隔工

事

案

内

看

板

６０５０

工

事

案

内

看

板

追越禁止

５０

700ｍ先

ここから

８０

標識車

施工箇所

施工箇所50ｍ

E

A

C

D

(※1)10～20ｍ間隔

B

交通規制図（７）

図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

設計会社名

交通規制図（７）

①閉鎖規制前

記号説明事項

－

北　広　島　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社  北海道支社

交通規制工　ランプ閉鎖規制Ａ　千歳ＩＣ　上り線　オフランプ

　　夜間閉鎖規制時は、点滅灯付ラバコーンを２個に１個設置するものとする。

　　材料搬入出車両の出入りは、ランプ部より行うものとする。

　　交通規制（回）における、準備(規制材の積込等)及び後片付け(規制材の荷卸し)は必要とし、各々所要時間を要するものとする。

道央自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

－

ランプ部詳細図

交通保安要員 配置 備考

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

テーパー部

工事用車両出入口

施工箇所

規制内巡回等

Ｅ 規制内巡回等

※１：施工箇所は、10ｍ間隔に設置する。 

※２：切削廃材及びアスファルト合材の出入誘導等を目的としてランプ部を規制する。（全日）

　　ランプ閉鎖時は、閉鎖開始時間前に①閉鎖規制前に示すようにオフランプを利用できる形状とし、監督員の閉鎖指示後②閉鎖規制後に示すとおり締め切りを実施する。

※２

（※２）

　　　また、ダンプ及び切削機の位置により「工事用車両出入口」の交通監視員の配置位置は変動する。

②閉鎖規制後
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工　事　箇　所

20～30ｍ間隔

交通誘導警備員Ｂ１

矢印板(自発光式又は高輝度反射式)

交通誘導警備員Ｂ２

ラバコーン(反射帯付)

お手洗い棟
ハイウェイショップ

交通保安要員配置図

図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

設計会社名

交通保安要員配置図

－

北　広　島　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社  北海道支社

通行止め規制内（道東自動車道）

※2：上記規制図は、夜間通行止め作業内で行われる、切削オーバーレイ工施工時の標準配置とする。

道東自動車道

Ｒ９北広島管内舗装補修工事

－

記号説明事項

・上記図は輪厚ＰＡ（下り線）舗装取壊工作業時の標準配置とする。

　インターロッキングブロック施工時は交通保安要員は不要とする。

輪厚ＰＡ（下り線）歩道改良
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※1：切削作業と舗設作業がラップしない場合は、施工箇所に1名配置とする。

(※1) (※1)


